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■今月の表紙
「旧函館区公会堂」
　函館港を臨む基坂の坂上に建ち、国指定重要文化財
にもなっている旧函館区公会堂を撮影した一葉です。
2018年10月より始まった耐震補強を含めた大規模な保
存修理工事から約２年ぶりに美しい外観を現しました。
再開館は2021年４月頃を予定されています。
　1910年に完成した旧函館区公会堂は、町会所・商業
会議所事務所として利用されていました。また、1911年、
当時皇太子であった大正天皇が来函した際には、２階
の貴賓室が宿泊所として使用されました。
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「信　用」
　新年あけましておめでとうございます。
　令和３年の新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申
し上げます。
　新型コロナウイルス感染症が都市部を中心に全国
で再拡大し、当市においても冬以降、その波が押し
寄せています。ウイルスの脅威に対峙しながら、一
人でも多くの患者を救うために懸命に努力している
医療従事者の皆様には、地域経済界を代表して、心
からの敬意と感謝を申し上げます。

【コロナ禍のなかで】
　会員の皆様におかれましては、長期化するコロナ
禍のなか、経営者として自社の雇用を維持するため、
事業計画の修正や経費の見直しなどに、日々腐心さ
れているものと推察いたします。私たちは再び押し
寄せている波をできる限り小さくするため、対策を
強化しながら経済活動を続けねばなりません。申す
までもなく不幸にして自身のまわりで感染者が出た
場合は、一刻も早く拡大防止対策に全力をそそぐと
ともに、病気と闘う人が治療に専念できるように、
配慮しなければなりません。感染してしまった人を
責めたり、ましてや医師や看護師そのご家族等に対し、
偏見の目を向けたりすることは、地域社会全体とし
て決してあってはなりません。

【公助・自助】
　わが国の経済は、感染拡大により緊急事態宣言の
出された昨年４－６月期ＧＤＰが年率換算で実質マ

イナス２８．１％とリーマンショック後を超える過
去最大の減速となりました。宣言解除後、経済活動
や消費マインドは回復基調に転じましたが、感染再
拡大への強い警戒感から、回復に力強さを欠く状況
が続いています。さらなる感染拡大で再び緊急事態
宣言という事態に陥れば、失業や廃業が急増するこ
とを最も懸念しています。私はこれまで国や北海道
に対する要望の際、全道一律の自粛要請ではなく、
国土の２２％を占める北海道の広さを勘案した要請
にしてほしいと訴え続けてきました。一方、コロナ
禍が長期化するなかでは、公助に頼るだけでなく、
経営者自らがこの苦難を乗り切る、自助による取り
組みも重要です。従来型の経済活動が制約される、
新たな販路の開拓やビジネスモデルの見直しなども
必要であり、商工会議所としてもこれまで以上に、
きめ細かな経営支援を実践していきます。

【変えるべきもの　残すべきもの】
　私たちは、今回のコロナ禍でたくさんのことを学
びました。今後も激甚化する自然災害や新たなパン
デミックなどは、いつでも、どこでも起きる可能性
がありますし、国際政治も不安定化し、経済は全世
界でかつてない落ち込みを見せています。このよう
に極めて不確実な時代を生き抜いていくためには、
変化に迅速に対応する柔軟性が不可欠であり、経営
の基軸に、リスクに備えることで不確実性を吸収で
きる「戦略的ゆとり」を賢く組み込んだビジョンの
策定が必要です。これを可能にするためデジタル技
術などを活用した生産性の向上に真剣にトライする
べきです。その際に大事な視点は、今回のコロナ禍

久保　俊幸
函館商工会議所 会頭

年 頭 所 感
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で学んだことを踏まえ、「変えるべきもの」を積極
的に変えると同時に「残すべきもの」をしっかりと
守り受け継いでいくことです。
　具体的には、「デジタル」と「リアル」です。新
型コロナウイルスの感染拡大は、ＩＴで社会や産業
構造を変革するＤＸ（デジタルトランスフォーメー
ション）を加速させました。例えば紙や対面、会議
でのやりとりに頼ってきたビジネスプロセスを最新
のＩＴを使って変革させたり、外食産業がＩＴを大
胆にとり入れてネット注文と宅配業務を強化したり、
工場や農畜産業の生産現場にカメラとセンサーを取
り付け、人工知能で省人化を図ったりする取り組み
が進みました。しかし同時に、家族・友人・社会と
の絆など、リアルの重要性も改めて再認識されたの
ではないでしょうか。行政手続きや企業内事務のデ
ジタル化・効率化は進めなければなりませんが、一
方でその場にいなければできないリアルな体験や、
対面での濃密なコミュニケーションの価値は、これ
まで以上に高まったのではないでしょうか。自社の
置かれている状況を客観的に見つめ直し、「勝てる
場所での戦い」を続けることが重要です。
　２つ目は、「分散」と「集中」です。コロナ禍で、
都市に人口が集中することのリスクやコストの大き
さが顕在化し、地方居住への関心が高まるなど、地
方創生の絶好の好機が訪れつつあります。一方で金
融や情報では、都市の持つ高い集積効果を活かし国
際競争力をさらに高め、世界から人や資金を引き付
ける流れが加速するかもしれません。コロナ禍は、
短期的に経済に重大なダメージを与えましたが、長
期的には健康経営の実践やＤＸなどの非接触経済化
の加速という副産物をもたらしました。私は今後、「デ
ジタル」と「リアル」や「分散」と「集中」という
流れが、段階的あるいはどちらかが主流になるので
はなく、同時に両方向に加速して進むのではないか
と考えています。

【１００年企業】
　アメリカでは大統領選が行われ、今後、菅義偉総
理とジョー・バイデン氏との間で、新たな日米関係
が構築されていくことになりますが、現在、わが国
には戦争やリーマンショック、東日本大震災など、
幾多の危機を乗り越え１００年以上続く企業が３万
社以上あります。当地域にも市立函館病院や金森商
船㈱、㈱五島軒など数十社の企業・団体が存在しま

す。こうした企業の長寿の秘訣は、環境変化への対
応力と、長い年月をかけて培ってきた「信用」にあ
ると思います。中小企業の経営者は覚悟を決めれば、
環境変化に大胆かつ素早く対処していくことが可能
です。コロナ禍を契機として新製品やサービス開発、
新たなる販路開拓、Ｍ＆Ａ、事業承継などに積極的
に挑戦することと、顧客や取引先に対する感謝の気
持ちを忘れず誠心誠意の事業を続けることで、十分
克服していけるものと確信しています。

【信用】
　本年は、遠くない時期に、わが国でもワクチンの
接種が可能となると思いますし、当地域においては、
春前に函館新外環状道路の赤川ＩＣ～函館空港ＩＣ
が開通するとともに、春以降は今年残念な結果となっ
たクルーズ船も国内旅行から徐々に戻ってくるもの
と期待しています。また、地域住民が希望を持ち、
力を合わせて取り組める共通のイベントとして、函
館マラソンや悲願達成が期待される縄文遺跡群の世
界遺産登録を、感染拡大防止と社会経済活動を両立
させる象徴的なターゲットとして位置づけ、再び地
域住民の心を一つにして、盛り上げていきたいと思っ
ています。さらに北海道が事業主体となり、当市で
のヤリイカ産卵礁の設置事業も動き出す見込みで、
長期的なイカの不漁に悩む基幹産業である水産加工
業界に、希望の光を与えるものになることを願って
います。
　商工会議所の礎を築き、今年のＮＨＫ大河ドラマ
の主人公となる渋沢栄一は、「限りある資産を頼り
にするよりも、限りない資本を活用する心掛けが肝
要である。限りない資本を活用する資格とは何であ
るか。それは信用である。」と説いています。社会
がダイナミックな変化を遂げる今、先を見通すこと
は困難ですが、明けない夜も、やまない雨もありま
せん。北海道のなかでも特に気候が穏やで比較的天
災も少なく、主要交通の結節点でもある函館が、魅
力ある街であり続ければ、きっと光明を見いだすこ
とができると信じています。

　結びになりますが、本年が新型コロナウイルス感
染症を克服し、皆様とご家族にとって、健康で幸せ
な一年となりますよう心より祈念いたしまして、ご
挨拶といたします。
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　あけましておめでとうございます。北海道・北東北の縄文遺跡群は、道内６遺跡を含む１７遺跡で構成され、
日本は本年夏の世界文化遺産候補に推薦しています。本所では予てより道南縄文文化推進協議会の活動を
中心に、世界遺産登録に向けて要請活動等を行ってまいりました。世界遺産登録が実現すれば、日本だけ
でなく世界からも注目を浴びることで、当地域経済にもプラスの効果を与えることが予想されます。今回
の特集では、縄文遺跡群の概要について解説し、その課題と期待について正副会頭の考えを聞いてみました。

　北海道・北東北の縄文遺跡群は、津軽海峡を挟んだ日
本列島の北海道・北東北で縄文文化全般を通じて同一の
文化圏が形成され、各時期(草創期、早期、前期、中期、
後期、晩期)における、人々の生活跡の実態を示す遺跡
(集落跡、貝塚、低湿地遺跡)や、祭祀、精神的活動の実
態を示す記念物(環状列石、周堤墓)で構成されており、
世界の他地域における新石器時代とは全く異なる１万年
のストーリーを物語る考古学的遺跡群です。会員の皆様
も縄文時代を彷彿とさせるガイダンス施設や資料館を訪
れ、縄文人の暮らした世界を覗いてみませんか。

特
集

縄文文化を伝えるタイムカプセル

北海道・北東北の縄文遺跡群
世界遺産登録でチャンスをつかめ！

@道南歴史文化振興財団

@道南歴史文化振興財団

▲垣ノ島遺跡
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久保会頭
　長期化するコロナ禍により何かと活動が制約されている中、当地域の長年の
悲願である縄文遺跡群の世界遺産登録が、国内推薦決定やイコモスによる現地
調査などの段階を経て、いよいよ現実のものになろうとしていることは、久々
の明るいニュースを地域に届けられることになりますので、大いに期待してい
ます。
　日本列島の豊かな自然環境に育まれ、１万年にわたり持続可能な社会を実現
した縄文文化は、自然に対して畏敬や畏怖の念を抱きながら深い精神文化を発
展させたわが国固有の文化として、現代に受け継がれています。一方、豊かな
感性や神聖性を表現した遺物からは、現代人に対しても優れた芸術性を享受す
ることができるもので、国境を越えてその魅力は世界的にも高い評価を得るものだと思っていますし、世界４大文明
などの古代文明にも匹敵する高度な古代文明社会として、位置づけられるのではないでしょうか。戦争がなく、人や
あらゆるものの生命の尊厳と向き合った縄文人の精神を学び、縄文遺跡を活用したまちづくりを推進し、当地から世
界に発信していきたいと思います。

境副会頭（道南縄文文化推進協議会会長）
　道南縄文文化推進協議会では、民間の立場から世界遺産登録実現を「目標」
としながらも、継続的に価値の普及を図っていくために、経済振興につながる
活用を「目的」として活動してきました。目前に迫った縄文の世界遺産登録を
ゴールとして見るのではなく、感染拡大防止と社会経済活動を両立させる象徴
的なターゲットとして位置づけ、コロナ禍に配慮した新スタイルの観光を提案し、
函館観光の奥行きをさらに広げるものにしなければなりません。具体的にはポ
ストコロナを見据え、非接触型の新しい観光スタイルを提案する象徴的な空間
として、世界遺産センターの誘致を進めてはどうかと考えています。世界遺産
センターは、１７遺跡のうち三内丸山など８遺跡を持つ青森県も誘致を進める
と思いますが、北海道にも６遺跡があり、代表的な遺跡は当市にありますので、青森市と函館市２か所に世界遺産センター
があってもいいのではないでしょうか。
　世界遺産登録されると、縄文に興味がある人ばかりでなく、世界遺産のネームバリューにひかれて、「とりあえず」
訪れる人も相当数いると思います。リピーターを確保するためにも、当地域にあるはこだて未来大学などとも連携し
ながら、ＡＩや５Ｇを活用した非接触型の新しい観光スタイルを提供できる場所が必要です。

水島副会頭
　縄文の価値は、多くの部分が土の下など目に見えない所にあり、遺物の使用
目的も諸説あります。これを限られた時間の観光客に伝えるには、ガイドによ
る案内が効果的だと思います。他地域の見本となるような感染防止対策をしっ
かりと施した上で、南茅部に常設のガイドを置き、観光客が質の高い案内を受
けられる仕組みをつくることが急務ではないでしょうか。また、コロナが収束
すれば、いずれインバウンドも戻ってきてくれると思いますが、私は長年にわ
たり函館に最も多く来てくれている台湾観光客を大事しなければならないと考
えています。現地での中国語、英語に対応した案内サイン設置に加えて、中心
部からの２次交通や観光ガイドも中国語を含めた多言語化へ対応してほしいと
思います。
　またＰＲの方法については、ＳＮＳを通じたＰＲももちろん重要ですが、全国各地に約３００名いるはこだて観光
大使を通じた口伝のＰＲや、既存の観光客が多い函館駅前や五稜郭などでイベントを行い、南かやべに足を運んで
もらうきっかけをつくることも効果的ではないかと思います。

■縄文の世界遺産登録に向けて課題や期待は？

■縄文の世界遺産登録が目前に迫っていますが率直な感想は？
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村瀬副会頭
　世界遺産登録を実り多きものとするため、産学官の連携した取り組みが不可
欠です。世界遺産認定の本来の目的は、遺跡の保全であるため、この部分は行
政にお願いしなければなりません。一方、活用策のアイディアとして、地域の
学生を巻き込んだイベントを開催してみてはどうでしょうか。例えば垣ノ島遺
跡が６月下旬に一般公開される予定ですが、十分な管理の上、遺跡の上でテン
トを張って、焚き火を囲んで「星空」を眺めたり、「縄文鍋」のようなものを
考案して、縄文時代の空気感と食を感じてもらうイベントを開催してみても面
白いのではないでしょうか。人工物がない所で見る星や朝日、夕景は縄文を、
わかりやすく伝えてくれると思います。

　さらに９月に体験型観光の世界会議「アドベンチャー・トラベル・ワールド・サミット」が札幌で開催されますので、
この機を捉えてはこだて未来大学などと連携しＶＲやＡＲを活用したコンテンツを作成し、世界に向けて縄文文化を
発信してみてはいかがでしょうか。

中野副会頭
　世界遺産登録後に持続的な効果を得るためには、経済と結び付けた活用を図
ることが必要です。活用方法としては、昆布やクリ、クルミなど縄文のイメー
ジと結びつく「顔」となれるようなお菓子や水産加工品のお土産品を開発し育
て上げることができれば強みになるのではないでしょうか。お土産品の条件と
して手ごろな価格で、ある程度日持ちし、常温で持って帰れて、インスタ映え
するものが理想だと思います。
　青函との関連商品として、青森と中空土偶とのコラボを含め２００～３００
種類の雑貨商品のコーナー展開も可能だと思います。また、観光客の満足度を
高めるため、当時食べられていたイワシやサバ・マグロ・鹿・熊などを使用し

た食事の提供が必要だと思います。具体的には、流行でもあるジビエ料理や寿司などのグルメと縄文遺跡見学をセッ
トにし、噴火湾観光ルートととして、鹿部間欠泉・大沼・駒ヶ岳観光、函館と大沼が同時に見えるきじひき高原から
の展望など、周遊観光についての情報を２次交通と組み合わせて、分かりやすく発信することが重要だと考えています。

　道南縄文文化推進協議会では、「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録の実現
と道南圏の経済振興に向けて、多くの市民が縄文文化について“触れる”、“知る”機会
を拡大するための事業を中心とした活動を展開しています。

●① 縄文文化の歴史的・文化的な価値を普及するための講演会、研修会等の開催
●小中学生親子を対象とした渡島管内縄文遺跡見学バスツアー
●勉強会 「縄文遺跡群の世界遺産登録－その意義と課題－」
●「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界遺産登録推進フォーラム　●南かやべ縄文まつり
●地域資源活用フォーラム ｉｎ 渡島 ～縄文がもたらす恵み～　 　 ●縄文シティサミット ｉｎ はこだて
　ｅｔｃ

●② 地域をはじめ、全国や海外の縄文関連イベント情報の収集と発信
賛助会員に向けたメールマガジンや広報誌を通じての情報提供
　 　「縄文通信」の発刊…大人が楽しむ縄文をコンセプトに、南茅部のグルメや縄文文化交流センター
での楽しみ方や体験メニューなど地域の縄文に関する情報を発信。

●③世界遺産登録に向けた市民への啓発
世界遺産登録に向けての啓発グッズの作製と掲示
　•本所会員事業所や学校・大学等、約３００ 箇所への卓上のぼり配布
　•教育大生と共同作成の横断幕を函館駅前北洋ビルに掲示（２０１８年７月）

●④ 世界遺産登録早期実現に向けた要望活動
● 下村文部科学大臣の来函に際して、函館市・函館商工会議所・道南縄文文化推進協議会の連名により、
「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録早期実現について要望（２０１４年６月）
●公明党山口代表の来函に際し要望（２０１８年５月）

■道南縄文文化推進協議会の取り組み
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●縄文人のくらしについて
Ｑ．言葉や文字はあったの？
Ａ．人々は大勢で住み、とても大きな建物を建てたり、大きな石を動かしたりしています。こ

のように協力して生活し、活動をするために言葉はあったと思います。ただ、どのような
言葉を話していたかは分かりません。また、文字は見つかっていません。

Ｑ．寿命や平均身長は？
Ａ． １５歳まで無事に育った人は、その後、平均で３０歳ぐらいまで生きました。そのため、

子どものうちに亡くなった人を合わせると、平均寿命はもっと下がります。
出土した人骨から、平均身長は大人の男性で１６０ｃｍぐらい、女性は１５０ｃｍぐらい
と言われています。

●竪穴住居について
Ｑ．大雨や大雪のときはどうしたの？ 
Ａ． 台風などの強い風や大雪のときは、家が壊れるようなことがあったかもしれ

ませんが、竪穴住居の中の柱はしっかりうめて固定しています。また、最近
の調査では、屋根に土をかぶせていたと言われていますので、建物は頑丈な
作りだったと考えられます。

●食べ物について
Ｑ．冷蔵庫がないのに、どうやって食べものを保管したの？　
Ａ． 穴を掘って食べものを貯蔵していました。入口はせまく、底はたくさん貯蔵できるように広くなっています。

地下は温度や湿度が一定で、木の実などを保管するのにちょうどいい場所でした。また、海水をにつめて塩が
作られ、食べものの味つけや保存に利用されていました。

●衣服、装飾品について
Ｑ．服を作る布はどうやって作ったの？
Ａ． 服は毛皮や植物を編んで作っていたと考えられます。植物で作った布は、細い繊維を糸にして編んだものです。

太さ１㎜以下の糸で編んだ布も見つかっています。１着の服を作るのにも、ずいぶん時間がかかったことでしょう。

Ｑ．ペンダントや耳かざりはどうやって作ったの？
Ａ． 石をけずったり、ねん土を焼いたりして作りました。縄文人が好んだヒスイという緑色のきれいな石があります。

新潟県でしかとれない石で、とても貴重なものでした（北海道でも広く出土しており、何らかの手段で運ばれ
てきました）。ほかに、動物の牙を使ったペンダントやシカの角を使った髪飾り、貝を使った腕飾りなどを作り
ました。おしゃれの目的のほかに、不思議な力を身につけ、お祈りの目的もあったことと思います。

●出土品について
Ｑ．縄文土器には、なぜあんな「もよう」があるの？
Ａ． 土器の「もよう」のつけ方には決まりがあり、自由に作ってもいい、というものではなかっ

たようです。北海道の南部から北東北の広い範囲で同じような土器が作られます。同じよ
うな土器を作ることで、共通した文化であることを意識したのではないでしょうか。また、
土器の縄目は、でこぼこにすることで、表面積を増やし熱がよく伝わるようにしたとか、
すべりにくくしたとも考えられています。

Ｑ．土偶は何のために作り、どんなふうに使ったの？
Ａ． 土偶はねん土を焼いて作った人形です。でも、遮光器土偶のように目が大きいものや、こ

わい表情のものも作られています。また、全体の形を見ても、人間そのものを真似たもの
はとても少ないのです。おそらく土偶は、縄文時代の人々にとって重要な神様のようなもので、人間に似たす
がたの神様をイメージしたのではないでしょうか。土偶は神様として、お祈りに使われたものだと思います。            

●世界遺産について
Ｑ．世界遺産に登録されたらどうなるの？
Ａ．北海道・北東北の縄文遺跡群が、人類共通の大切な「たからもの」として世界中の人が協力し、守っていく必

要がある文化遺産として、認められることとなります。また、世界的に価値が認められるので、多くの人が一
目見ようと遺跡を訪れてくれると思います。世界遺産登録は観光を目的にするものではありませんが、縄文文
化や縄文時代に興味を持つきっかけとなり、縄文遺跡が持つ価値についての理解がより深まります。世界に認
められた縄文遺跡群を未来に引き継ぎ、守っていくことがとても重要となります。

詳しくは「北海道・北東北の縄文遺跡群」ホームページをご覧ください。
（https://jomon-japan.jp/）

教えて？教えて？JOMONJOMON

@道南歴史文化振興財団

@道南歴史文化振興財団

▲大船遺跡
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博

志

万
代
町
八
|
一

高

橋

憲

司

北
海
道
ガ
ス
株
式
会
社
函
館
支
店

執
行
役
員
函
館
支
店
長

梅

村

卓

司

辻

　

岳

史

株
式
会
社
高
橋
組

代
表
取
締
役
社
長

高
盛
町
三
|
二
〇

髙

橋

則

行

佐

藤

賢

治

株
式
会
社
竹
田
食
品

代
表
取
締
役
社
長

浅
野
町
三
|
一
〇

竹

田

寿

広

名

取

明

彦

函
館
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

元
町
一
九
|
七

竹

村

　

隆

渡

辺

良

三

　
　
　
　
　
　株
式
会
社

代
表
取
締
役

昭
和
三
|
六
|
六

田

島

英

久

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
|
北
海
道 

北
海
道
南
支
店

取
締
役 

北
海
道
南
支
店
長東

雲
町
一
四
|
八

立

田

　

努

橋

本

弘

昭

株
式
会
社
北
陸
銀
行
函
館
支
店

支
店
長辻

　

岳

史

若
松
町
二
〇
|
一

村

上

岩

夫

大

越

雄

司

来
夢
ハ
ウ
ス

辻
木
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

北
斗
市
七
重
浜
八
|
九
|
一
二

辻

　

秀

明

株
式
会
社
プ
ロ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長北

斗
市
追
分
三
|
六
|
九

富

樫

孝

樹

岡

村

　

賢

株
式
会
社
長
門
出
版
社

代
表
取
締
役
社
長

日
乃
出
町
一
一
|
一
三

富

田

秀

嗣

柳

沢

政

人

那

須

弘

之

株
式
会
社
エ
ス
イ
ー
シ
ー

代
表
取
締
役
社
長

末
広
町
二
二
|
一

永

井

英

夫

加

藤

健
太
郎

株
式
会
社
高
木
組

代
表
取
締
役
社
長

東
雲
町
一
九
|
一
三

中

田

俊
一
郎
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